












千
葉
保
次
（
弱
－
３
）

佐
々
木
源
四
郎
（
調
女
３
）
（
以
上
一
、
○
○
○
円
）

永
石
秀
美
（
死
－
３
）
（
一
、
五
二
○
円
）

尾
田
幸
雄
（
弱
－
３
）
今
関
治
邦
（
弱
－
３
）

石
井
敏
子
（
弱
－
３
）
平
山
重
正
（
弱
三
３
）

飛
ケ
谷
定
一
（
師
三
３
）
関
谷
正
一
（
記
－
３
）

石
井
秀
（
弱
乏
３
）
後
山
長
司
（
弱
－
３
）

寺
田
欣
一
（
弱
－
３
）
戸
田
八
蔵
（
弱
／
３
）

渡
辺
広
志
（
弱
－
３
）
翠
川
一
義
（
弱
－
３
）

辰
野
一
郎
（
銘
三
１
）
高
橋
斌
（
弱
－
３
）

荒
木
道
雄
（
弱
－
３
）
小
倉
力
（
弱
－
３
）

滝
口
松
蔵
（
弱
三
３
）
佐
久
間
晋
（
弱
三
３
）

緑
川
四
郎
（
弱
－
３
）
落
合
一
男
（
弱
三
３
）

久
我
数
馬
（
弱
－
３
）
沢
計
吉
（
弱
三
３
）

高
木
万
司
（
弱
／
３
）
山
本
三
四
男
（
弱
－
３
）

大
地
薫
（
記
－
３
）
（
以
上
二
、
○
○
○
円
）

岡
野
清
信
（
弱
三
３
）
（
三
、
○
○
○
円
）

〔
埼
玉
県
〕

森
田
静
舎
（
弱
－
３
）
（
一
、
○
○
○
円
）

山
辺
知
行
（
弱
－
３
）
横
溝
光
陣
（
詑
三
３
）

関
口
晃
（
印
－
１
）
増
田
一
郎
（
売
三
３
）

（
以
上
二
、
○
○
○
円
）

川
越
支
会
四
八
名
（
弱
三
３
ノ
（
四
八
、
○
○
○
円
）

〔
栃
木
県
〕

鈴
木
為
作
（
弱
乏
３
）
（
一
、
○
○
○
円
）

磯
田
藤
一
郎
（
弱
－
３
）
（
三
、
○
○
○
円
）

〔
静
岡
県
〕

大
槻
義
行
（
弱
－
３
）
（
一
、
○
○
○
円
）

〔
福
島
県
〕

長
谷
川
寿
郎
（
弱
三
３
）
斎
藤
武
男
（
記
－
３
）

○
金
沢
源
（
弱
－
７
）
（
以
上
一
、
○
○
○
円
）

渡
辺
克
三
（
弱
－
６
）
（
二
、
○
○
○
円
）

〔
秋
田
県
〕

刈
田
文
雄
（
記
－
３
）
梅
津
正
雄
（
弱
－
３
）

山
田
礼
智
（
弱
皇
３
）
藤
原
義
明
（
弱
－
３
）

渡
部
文
雄
（
弱
三
３
）
○
加
賀
利
吉
郎
（
記
－
３
）

山
田
角
助
（
詑
三
３
）
（
以
上
一
、
○
○
○
円
）

真
井
田
善
悦
（
弱
三
３
）
（
二
、
○
○
○
円
）

〔
山
形
県
〕

加
藤
三
七
（
弱
－
３
）
（
二
、
○
○
○
円
）

吉
田
直
之
助
（
弱
－
３
）
（
三
、
○
○
○
円
）

〔
富
山
県
〕

森
六
郎
（
詑
三
３
）
酒
井
健
作
（
弱
－
３
）

（
以
上
二
、
○
○
○
円
）

〔
新
潟
県
〕

○
吉
川
桂
吉
（
弱
－
７
）
○
中
沢
仲
一
（
記
－
７
）

○
野
沢
健
一
（
記
三
７
）
○
山
宮
義
信
（
弱
－
７
）

○
佐
藤
省
三
（
弱
三
７
）
○
樋
口
佐
中
（
弱
－
７
）

○
竹
内
康
夫
（
弱
三
７
）
○
和
田
光
恵
（
記
－
７
）

○
小
柳
一
郎
（
弱
乏
７
）
○
大
矢
重
幸
（
弱
－
７
）

○
笠
原
熊
吉
（
記
／
７
）
○
田
沢
栄
（
弱
－
７
）

○
橘
護
法
（
記
－
７
）
○
橘
馨
（
弱
三
７
）

○
竹
内
竹
四
郎
（
売
三
７
）
○
長
谷
川
耕
三
（
髄
－
７
）

（
以
上
一
、
○
○
○
円
）

〔
京
都
府
〕

大
森
康
作
（
弱
－
３
）
小
池
弘
（
記
－
３
）

小
林
元
蔵
（
弱
－
３
）
松
村
米
治
郎
（
弱
三
３
）

滋
賀
銀
行
京
都
支
店
（
弱
－
３
）

有
馬
弘
毅
（
死
三
３
）
（
以
上
二
、
○
○
○
円
）

〔
大
阪
府
〕

村
岡
元
一
（
弱
量
、
）
（
二
、
○
○
○
円
）

〔
滋
賀
県
〕

久
保
義
雄
（
売
三
３
）
（
一
、
○
○
○
円
）

〔
兵
庫
県
〕

住
友
智
夫
（
弱
三
３
）
（
一
、
○
○
○
円
）

田
中
敦
（
弱
－
３
）
（
二
、
○
○
○
円
）

〔
愛
知
県
〕

金
田
近
二
（
弱
一
通
）
（
一
、
○
○
○
円
）

〔
福
岡
県
〕

○
美
濃
本
卯
一
（
弱
－
６
）
（
一
、
○
○
○
円
）

〔
大
分
県
〕

○
椛
田
信
吾
（
調
－
７
）
（
一
、
○
○
○
円
）

〔
鹿
児
島
県
〕

○
松
下
兼
文
（
印
乏
７
）
（
二
、
○
○
○
円
）

○
窪
田
勝
二
（
諏
三
３
）
（
一
、
○
○
○
円
）

〔
東
部
支
会
〕

○
渡
辺
和
夫
（
”
－
３
）
○
花
香
研
治
（
師
／
３
）

○
芦
田
房
夫
（
印
－
３
）
○
宮
崎
晴
平
（
師
－
３
）

○
橋
本
重
雄
（
晩
－
３
）
○
土
屋
良
夫
（
切
言
３
）

○
高
木
郁
孝
（
師
－
３
）
○
細
川
勝
義
（
師
三
３
）

○
小
川
知
久
（
研
一
３
）
（
以
上
一
、
○
○
○
円
）

〔
佐
倉
支
会
〕

○
志
田
吉
海
（
記
－
３
）
○
長
谷
川
淳
士
（
記
－
３
）

○
野
本
清
（
弱
－
３
）
（
以
上
一
、
○
○
○
円
）
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支
会
だ
よ
り

〔
千
葉
県
・
東
部
支
会
〕

東
部
支
会
青
年
部
・
婦
人
部
合
同
移
動
研
修
第

十
一
回
の
集
い
を
五
月
十
七
日
・
十
八
日
に
亘
り
、

男
女
廿
三
名
参
加
。
早
朝
出
発
、
東
金
・
葉
桜
の

八
鶴
湖
畔
を
巡
り
老
杉
の
西
福
寺
に
登
拝
。
茂
原

・
藻
原
寺
を
経
て
、
指
定
重
要
文
化
財
の
笠
森
寺

と
平
蔵
の
阿
弥
陀
堂
を
訪
ね
、
畏
営
博
物
館
、
大

多
喜
城
を
見
学
。

鵜
原
で
は
裁
縫
の
神
粟
嶋
様
を
、
切
り
立
つ
岩

山
を
登
り
降
り
し
て
大
汗
を
流
し
て
難
行
の
参
拝
。

小
湊
・
誕
生
寺
に
て
寺
宝
拝
観
の
後
、
夕
刻
新

緑
の
清
澄
山
に
登
る
。
天
津
に
一
泊
。

翌
十
八
日
は
小
雨
と
な
る
。
房
州
伊
勢
の
宮
司

岡
野
先
生
の
訓
話
拝
聴
後
、
文
化
財
の
数
多
い
丸

山
町
に
向
う
。
石
堂
寺
で
は
雨
の
為
め
多
く
は
車

中
に
待
ち
参
拝
者
は
数
人
で
あ
っ
た
。
更
に
工
匠

の
神
・
延
喜
式
内
の
古
社
莫
越
山
神
社
は
全
員
小

雨
を
冒
し
て
登
拝
。
佐
貫
で
巨
大
な
東
京
湾
観
音

を
仰
い
だ
頃
は
、
雨
も
す
っ
か
り
や
み
、
木
更
津

で
は
陽
の
目
も
さ
し
帰
路
に
着
く
。

百
聞
は
一
見
に
及
ば
ぬ
勉
強
を
土
産
と
し
て
、

志
が
無
く
行
事
を
終
了
し
た
。
（
石
橋
香
峰
）

〔
佐
賀
県
・
有
田
支
会
〕

佐
賀
県
有
田
支
会
（
会
員
二
三
名
）
は
、
昭
和

三
九
年
一
○
月
に
発
足
し
ま
し
た
が
、
日
頃
か
ら

会
誌
〃
弘
道
〃
を
通
じ
て
、
金
ヶ
江
支
会
長
を
中

心
に
、
道
義
の
昂
揚
、
会
員
相
互
の
融
和
を
図
り
、

邦
国
の
発
展
を
祈
り
、
併
せ
て
一
家
の
安
寧
の
た

め
努
め
て
参
り
ま
し
た
。
昨
秋
一
○
月
、
当
時
の

主
事
渡
辺
正
勇
先
生
が
ご
西
下
な
さ
る
機
を
と
ら

え
、
支
会
総
会
及
び
誰
演
会
を
支
会
長
の
お
世
話

に
よ
り
、
深
川
製
磁
株
式
会
社
客
室
に
お
い
て
、

会
員
多
数
の
参
会
を
得
て
、
盛
会
裡
に
行
う
こ
と

が
出
来
、
此
の
上
な
い
感
激
で
し
た
。

日
本
弘
道
会
が
、
会
祖
西
村
茂
樹
先
生
の
、
国

を
愛
し
、
道
徳
振
興
の
た
め
如
何
に
心
を
砕
か
れ

た
か
、
更
に
会
祖
の
お
心
を
心
と
す
る
会
員
が
、

そ
の
数
こ
そ
少
な
し
と
は
い
え
、
特
に
戦
後
の
道

徳
の
衰
退
目
に
余
る
も
の
を
、
如
何
な
る
こ
と
を

し
て
も
こ
れ
が
昂
揚
を
は
か
り
、
自
戒
し
精
進
い

た
さ
れ
ば
と
、
先
生
の
力
強
い
お
言
葉
を
拝
聴
し

効
果
あ
る
一
刻
を
持
つ
こ
と
が
出
来
ま
し
た
こ
と

を
慶
び
と
す
る
も
の
で
す
。

う
け
た
ま
わ
る
と
、
そ
の
あ
と
、
先
生
は
交
通

禍
に
あ
わ
れ
た
と
の
こ
と
、
何
卒
ご
養
生
専
一
に
、

一
日
も
早
い
ご
本
復
を
祈
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

以
上
と
り
お
く
れ
ま
し
た
が
支
会
報
告
と
い
た

し
ま
す
。
（
古
田
実
）

編
集
後
記

○
四
十
年
ぶ
り
の
〃
冷
夏
二
と
言
わ
れ
た
こ
の
夏

で
す
が
、
八
月
も
二
十
日
を
過
ぎ
て
か
ら
、
ど
う

や
ら
本
格
的
な
暑
さ
が
一
展
っ
て
き
た
よ
う
で
す
。

田
舎
育
ち
の
私
に
は
、
農
作
物
の
た
め
に
「
こ
の

残
暑
が
永
く
統
き
ま
す
よ
う
に
…
・
・
・
」
な
ど
と
願

う
よ
う
な
気
持
ち
に
な
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

○
今
月
の
特
集
は
「
趣
味
と
人
生
」
で
す
。
ご
覧

の
通
り
珠
玉
の
随
筆
を
お
届
け
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
何
れ
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
の
一
流

の
達
人
が
た
ば
か
り
。
た
ま
ら
な
く
楽
し
い
作
品

の
数
灸
を
じ
っ
く
り
と
味
わ
っ
て
下
さ
い
。

と
か
く
、
ワ
ー
カ
ホ
リ
ッ
ク
ス
（
仕
事
中
弥
患

者
）
と
か
言
は
れ
て
、
側
ら
く
こ
と
だ
け
が
生
き

叩
斐
だ
と
思
い
勝
ち
な
私
ど
も
に
、
生
き
る
こ
と

の
楽
し
み
を
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

○
西
村
会
長
の
「
西
村
式
綜
合
健
康
法
」
は
、
こ

れ
か
ら
数
回
統
け
て
頂
く
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
ど
う
ぞ
ご
期
待
下
さ
い
○

○
今
月
は
記
事
輔
峡
の
た
め
、
弘
道
俳
壇
と
弘
道

歌
壇
の
掲
載
を
割
愛
、
次
号
に
繰
延
べ
ね
ば
な
ら

な
か
っ
た
こ
と
を
、
ご
投
稲
の
各
位
と
選
者
に
お

詫
び
し
ま
す
。

○
次
号
は
「
日
本
人
の
ア
ジ
ア
認
識
」
特
集
で
す
。

（
Ｓ
・
Ｋ
）

’ 定
価
金
一
七
○
円
年
、
一
○
○
○
円

昭
和
五
十
五
年
八
月
二
十
五
日
印
刷

昭
和
五
十
五
年
八
月
三
十
一
日
発
行

編
集
人
片
山
清
一

発
行
人
西
村
幸
二
郎

東
京
都
千
代
田
区
神
川
神
保
町
三
ノ
十

印
刷
人
春
山
宇
平

東
京
都
千
代
田
区
神
田
神
保
町
三
ノ
十

印
刷
所
共
立
社
印
刷
所

東
京
都
千
代
田
区
西
神
田
三
ノ
ー
ノ
六

発
行
所
誕
掴
日
本
弘
道
会

電
話
（
一
宗
一
）
○
○
○
九
番

振
替
口
座
東
京
甲
雲
二
七

郵
便
番
号
一
○
一



ｌ

ｑ
側
、
Ⅱ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
０
Ｈ
Ｉ

ｌ

ｌ
Ｎ
Ｈ
己
ｐ
目
白
日
‐
Ⅲ
Ｊ

Ｉ
ｈ

（
野
口
先
生
解
説
付
）
油
彩
五
二
点
Ａ
４
変
形
布
製
箱
入
或
諭
一
○
、
○
。
。
円

送
料
込
み

水
彩
三
一
点

原
色
版
八
三
点

こ
の
画
集
は
、
文
人
画
家
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
て
い
た
野
口
明

野
口
明
画
集
灘
聯
鯉
瀧
輔
繍
膳
撫
鱒
瀧
就
職
難
鵬
癖

の
Ｏ

｜
区
く
千
の

野
口
先
生
は
初
代
お
茶
の
水
女
子
大
学
長
辞
任
の
後
は
、
も
つ
ぱ
宿
車
集
唖

二
高
尚
志
会
刊
詑
銀
塞
嘩
嘩
誕
醜
潅
醸
札
邸
傑
評
伝
畦
榊
麺
鐸
碓
畦
℃
蓉
亜
嘩
恥
》
蝿
廻
恥

峰
職
蛙
罪
函
潅
蝉
砂
高
蔚
碓
純
癖
坤
癖
緬
旅
諾
恥
証
詫
評
罫
韮
池
帳
東
野
Ｔ

て
あ
り
、
こ
と
に
淡
彩
の
妙
は
絶
品
と
し
て
自
信
を
以
て
お
す
す
〒

め
し
た
い
。

野
口
明
文
集

日
本
弘
道
会
刊

四
六
版
三
九
四
頁

勢
許
一
、
○
。
。
円

第
七
代
日
本
弘
道
会
長
・
侍
従
職
・
最
後
の
旧
制
第
二
高
等
学
校

長
・
初
代
お
茶
の
水
女
子
大
学
長
な
ど
多
彩
な
経
歴
の
野
口
明
先

生
が
、
主
と
し
て
本
会
機
関
誌
「
弘
道
」
に
執
筆
さ
れ
た
警
世
の

論
説
・
人
生
観
・
芸
術
論
を
集
め
て
一
本
と
し
た
も
の
。

頒
価

（
実
費
）

送
料
二
○
○
円

目
次

一
、
弘
道
人
言
（
君
子
万
人
の
時
代
、
両
陛
下
の
御
渡
欧
、
男
子
の

教
育
、
政
治
家
の
徳
操
な
ど
七
○
篇
）

二
、
先
哲
思
慕
（
エ
マ
ー
ソ
ン
の
報
償
論
、
中
江
藤
樹
を
偲
ぶ
、
宮

中
生
活
の
思
い
出
、
美
術
教
育
随
想
な
ど
二
○
篇
）

三
、
先
人
追
慕
（
土
井
晩
翠
先
生
の
ご
書
信
、
近
く
で
見
た
金
山
平

三
先
生
、
鈴
木
貫
太
郎
さ
ん
の
想
出
な
ど
一
五
篇
）
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塚日本弘道会
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